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市議会だより
用語解説
※代表質問、一般質問における
　用語を解説しています。

３月定例会傍聴者数6月定例会は、
６月６日（月）から始まります。
会期日程は、決まり次第ホームページに

掲載します。
詳しくは、議事調査課（TEL 51-6610）ま

でお問合わせください。

皆さんの傍聴をお待ちし
ています。ご希望の方は、
議 会 開 催 日 に
本庁舎5階議会
事務局までお越
しください。

本会議……51人
委員会……35人

合計86人

●広報委員会〔委員長〕瀧田孝吉　〔副委員長〕加治宏規
　　　　　　〔委　員〕高畑吉成、中村文隆、山崎晋次、不後　昇、奈田安弘、高橋久和

ウクライナでは、現在凄惨な市街戦が繰り広げられております。豊かな自然、豊か
な水、美味しい食材に安全な土地、普段気にも留めることはありませんが、このよう
な世界情勢に鑑みればとても有難い事であります。今こそ一人一人が日常の幸せを見
つめ直すことで価値観に磨きがかかり、より豊かな心を醸成する機会になるのではな
いでしょうか。数十年後の子ども達に豊かな地域を橋渡しする為には今を生きる大人
が暮らしという日常の中にある幸せを大切にし、子ども達に教え、伝え、育んでゆく
事が大事であると考えます。そしてそれは必ず地域を存続、発展する事に繋がってい
きます。皆さまの豊かな心持ちで本市がより良いものになる事を願って。

編集後記
加治　宏規　広報委員会副委員長

身体的・精神的・社会的
に良好な状態にあること
を意味する概念

ウェルビーイング
（Ｐ2）

養殖に必要な水温などを
自動計測し、アプリで見
ることができるシステム

ICTブイ
（Ｐ4）

障害のある子どもも、障
害のない子どもも、全て
の子どもを同じ場所（学
校や学級）に包含して教
育すること

インクルーシブ教育
（Ｐ6）

心の問題を抱える人々に
対して心理学の知識と技
術を持って
解決に向け
た支援を行
うもの

公認心理師
（Ｐ6）

IoTやビッグデータ、ド
ローンを用いるなど、農
業領域で
ICT技術を
活用する
こと

アグリテック
（Ｐ4）



◆ 3 月定例会 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から
報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

代表質問

1
４期目を迎えられた夏野市長
が感じておられる国と地方の
役割について

2 新年度予算の特徴について

3 新港ビル株式会社への追加出
資について

【自民射水の会】
高橋　久和 議員

問①

▲

新型コロナウイルス感染症対策
とコロナ後のまちづくりを進めていく上で、国
と地方の役割をどのように感じているのか。
答①

▲

地方分権一括法では、継続的
に地方への権限移譲や規制緩和が進め
られているが、今般の新型コロナウイル
ス感染症対策においては、国と地方との

情報共有が十分に図られていない面が
あると感じている。
地方自治体は住民に最も身近な立場で、
大切な命や財産を守る責務に加え、ウェ
ルビーイング※の視点による行政運営が重
要になると捉えており、国には地方の役
割を踏まえた適切な情報提供と財政支援
等により、持続可能で自立したまちづくり
への後押しをお願いしたい。
問②

▲

幅広い世代から選ばれる魅力
あるまちづくりとしての新年度予算の特徴
について伺う。
答②

▲

ポストコロナを見据え、生活様
式の多様化に対応する事業や市民生活
の利便性向上を図る事業などを盛り込み、
市民一人ひとりが幸せや豊かさを実感で
きる施策を進めていきたいと考えている。
問③

▲
新港ビルへの追加出資に至っ

た経緯及び株主としての役割・責任につ
いて伺う。
答③

▲

この宿泊施設は新湊地区のみ
ならず本市の滞在型観光を進める上で欠
くことのできない機能であることから、新
たなまちづくりの一歩と捉え、地域経済
界等とともに追加出資することとした。
宿泊施設を活用した賑わい創出や交流

人口の拡大を目的とした取組を継続して
いくことが、責任を果たすことに繋がると
考える。

その他の質問
◆�新型コロナウイルス感染症へ
の対応について

◆�ICT 教育の課題と環境の整備
について

◆�コロナ禍における総合計画の
策定について

◆�連携中枢都市圏「とやま呉西
圏域」の活動について

◆��フットボールセンターの完成
と運営について

◆��越中大門駅のエレベーター設
置について

◆�コロナ禍における企業誘致の
状況について

◆��雨水対策事業について
◆�水田農業に係る現状と課題に
ついて

一般質問

1
太閤山地区リノベーション計
画を踏まえたDXの推進につ
いて

2 射水市市有地における放置自
動車について

山本　満夫 議員

問①

▲

結ネットの現状及び自動車運転
課題調査業務について伺う。
答①

▲

電子自治会アプリ「結ネット」
を導入し、自治会・町内会の運営に活
用するモデル団体を募集しており、今後
もより多くの人に利用してもらえるよう、ア
プリ導入のメリットなどを広報していく。自
動運転課題調査業務に関し、実施場所
については、今後の調査業務の中で検
討していくこととなるが、太閤山地区中心
部と小杉駅をつなぐ路線等も検討すること
としている。

問②

▲

射水市市有地における放置自
動車の現状について伺う。
答②

▲

本市有地における過去１０年の
放置自動車対応件数については、合計
１４件であり、うち１３件は撤去対応済で、
残る１件については現在所有者の確認中
である。

※     の文字については最終ページに用語解説があります。
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代表質問

1 公立学校の教員不足について

2 市民病院の運営について

3 越中大門駅周辺地区のバリア
フリー基本構想について

【自民議員会】
奈田　安弘 議員

問①

▲

公立学校の教員不足について
伺う。
答①

▲

県では、５月1日時点で、未
配置は小学校で１０名、中学校で４名で
あり、市では未配置はなかった。県の令
和 4年度教員採用選考検査受検倍率は
２．１倍で、年々低くなっている。県では、
教員ＵＩＪターンセミナーの開催や教員養

成講座を実施し、教員の魅力をＰＲする
とともに、特別選考枠の拡大など志願者
増のための見直しが行われている。市と
しても教員養成講座の若手教員の派遣
や退職者に再任用等での協力を求めるな
ど教員の確保に努めている。
問②

▲

市民病院の運営について伺う。
答②

▲

令和 4 年度の診療報酬改定
は、重症度の要件の厳格化など市民病
院にとって厳しい改定であることから、救
急搬送患者等の受入れ強化や、在宅療
養患者の積極的な受入れに取り組むこと
で地域住民に信頼される病院を目指す。
なお、経営状況については、令和４年 1
月末現在の純利益は1億７千万円となっ
ており、費用増加により年度末には減少
するが前年度に比べ改善する見込みで
ある。関係機関との連携強化に取り組む
ことで入院患者の確保を図り、さらなる
経営改善に務めていく。
問③

▲

越中大門駅周辺地区のバリア
フリー基本構想について伺う。
答③

▲

同地区の生活関連施設や、そ
れらを結ぶ生活関連経路の状況をふまえ
て、課題を整理し、基本目標を掲げ事業
を進めていく。駅へのエレベータ―設置

については、実施予定時期を、令和４年
度から７年度としており、４年度に基本設
計に係る補助金を予算計上した。

その他の質問
◆�新年度予算について
◆�国の税制改正に伴う本市財政
への影響について

◆�本市の業務継続計画（BCP）
について

◆�循環型社会推進への取組につ
いて

◆�新年度における新たな子育て
支援策について

一般質問
1 地域包括支援センターについて

2 介護人材の確保について

3 ヤングケアラー対策について

4 福祉燃料券の取扱いについて

石田　勝志 議員

問①

▲

地域包括支援センターについ
て。委託料の変遷と今後の展望は。
答①

▲

配置義務の三職種について当
初は1,400 万円、平成２７年からは1,500
万円に変更した。今後圏域の見直しや
再編も含め、地域包括支援センター運営
協議会で検討していく。
問②

▲

介護人材の確保について。奨
学金の要件変更の内容は。
答②

▲

これまでは市内の介護事業所
での５年間の継続勤務を免除要件として
いた返済免除の規定を、介護福祉士の
国家資格を取得した場合は3年間に短
縮した。
問③

▲

ヤングケアラー対策について。
関係部署の連携強化と伴走的な支援体
制は。

答③

▲

教育・福祉・介護・医療など
の関係機関が連携し、支援が途切れな
い体制の構築に努める。
問④

▲

福祉燃料券配布事業について
伺う。
答④

▲

今後、同様の事業の実施を検
討する場合には、今回の事業効果や利
便性の検証を踏まえ市民や業者にとって、
より利用しやすい事業となるよう研究して
いく。
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一般質問

1

海王丸パーク開園 30 周年及び
新湊大橋開通 10周年について
ⅰ�新湊大橋開通後の経済効果について
ⅱ�ランドマークとして価値を高めていくため
の取組について
ⅲ���新湊大橋開通記念イベントについて

杉浦　実 議員

問①ⅰ

▲

海王丸パーク開園、新湊大
橋開通後の経済効果について伺う。
答①ⅰ

▲
平成２４年の新湊大橋開通

後、海王丸パーク来場者数が令和元年
度に過去最大となる１２０万人を記録して
いる。さらに、新湊きっときと市場の開業
や周辺施設の入込数も増加しており、経
済効果は大変大きいと考えられる。
問①ⅱ

▲

富山県を代表するランドマー
クとして価値を高めていくための取組につ
いて伺う。
答①ⅱ

▲

実際に自分の目で見てみたい
と感じてもらえるよう、SNS 等を活用し、
四季折々の魅力的な情景を収めた写真
や動画による情報発信に取り組む。

問①ⅲ

▲

海王丸パーク開園、新湊大
橋開通記念イベントについて伺う。
答①ⅲ

▲

新湊大橋での健康ウォークや
花火大会での新湊大橋からのナイアガラ
花火等のイベントを５月から秋頃まで順次
開催する。

その他の質問
◆�地域おこし協力隊について
◆��（�仮称）七美四方荒屋線の整備に
ついて

一般質問
1 学校給食について

2 射水市指定避難所について

3 マイナンバーカードの普及と行
政サービスの展望について

大垣　友和 議員

問①

▲

学校給食における食品廃棄
物削減の取組についてどのような取組を
行っているのか伺う。
答①

▲

身体計測の結果から学年ごと
に給食量を調整するなど配慮している。
児童・生徒に対しては食に関する知識や
興味関心を深める学習に取り組んでいる。
問②

▲

本市における指定避難所につ
いて伺う。
答②

▲

災害時に円滑に避難者を受け
入れるため小・中学校などの指定避難所
に食料や毛布を備蓄している。このほか、
間仕切り、マスクなども別途備蓄しており、
感染症に対応した避難所開設に備えて
いる。

問③

▲

マイナンバーカード普及に伴う
行政サービスの展望について伺う。
答③

▲

健康保険証、ワクチン接種証
明、給付金の迅速な支給、運転免許証
など利活用の推進に取り組んでいる。引
き続き、市民の利便性向上につながる
サービスの充実に取り組んでまいる。

一般質問
1 農業・漁業の振興政策について

2
射水市公共施設個別施設計画に
ついて
主要体育館６施設を２つへ統廃
合する計画の再検討について

西尾　哲議員

問①

▲

持続可能な農業・漁業の取組
について伺う。
答①

▲

農業は、新規就農者、高収益
作物導入の支援、「人・農地プラン」や、
新たな「射水市アグリテック※バレー構想」
などの取組により活性化を図る。漁業は
「浜の活力再生プラン」に基づき、ＩＣＴブ
イ※を活用した海洋環境可視化や、水産
エコラベル認証を支援し、さらなるスマー
ト水産業の導入を図る。
問②

▲

年間５０万人以上の利用がある
稼働率の高い主要体育館６施設を２つへ
統廃合する計画の再検討について問う。
答②

▲

本市を取り巻く社会情勢の変
化である学校活動の地域移行に加え、

市民の利便性やニーズに応えるため、将
来的な利用見通しを踏まえつつ、民間活
力の導入や施設機能の集約なども含め
幅広い検討が必要であると考えている。
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一般質問
1 新庄川橋架け替えについて

2 旧新湊中学校跡地利活用について

加治　宏規 議員

問①

▲

事業による影響範囲の受け皿
と対策について伺う。
答①

▲
周辺の未利用地利活用につい

て、関係部局と引き続き連携していくとと
もに、令和４年度から射水市指定宅地取
得支援事業において、公共事業により住
所移転する場合における助成額の拡充
を予定しており、関係者への情報提供も
行ってまいりたい。
問②

▲

利用実績について伺う。
答②

▲

いきいき長寿館とうみいろこども
園が、それぞれ開館及び開園している。
本年度末までには小規模多機能型居宅
介護事業所の運営を計画している法人
に約２，０００平方メートルを売却する予定

であり、その結果、旧新湊中学校の跡
地の未利用地面積は約９，７００平方メート
ルとなる。

その他の質問
◆�いみず地域まるごと応援券につ
いて

◆��副市長について
◆��学校の適正規模適正配置につ
いて

◆��空き家について
◆��臨時休業におけるパンや牛乳に
ついて

一般質問
1 水田リノベーション事業について

2 消防団員の処遇改善について

金　賢志 議員

問①

▲

国の水田リノベーション事業や
主食用米以外の取組について伺う。
答①

▲

水田リノベーション事業に関す
る取組は、生産におけるコスト削減や助
成金の増額により収益向上が見込めるこ
とから、各農業者への事業の周知や低コ
スト生産等の取組に対し、サポート体制
の構築強化に努める。主食用米からの
転換については、国の産地交付金助成
に加え、市独自の産地づくり交付金助成
を行ってきているところであり、引き続き水
田農業の振興を推進していく。
問②

▲

本市の消防団員の処遇改善内
容について伺う。

答②

▲

消防団員の階級に応じた年額
報酬の増額に加え、日頃の労苦に報いる
ために新たに出動報酬
を創設し、本年４月1
日より個人支給にする
こととした。

その他の質問
◆�鏡宮交差点の水道管と県企業局
工業用水道管の漏水について

◆��救急出動について
◆��除雪作業について

一般質問
1 市の看板問題について

2 議員及び市長以下の幹部職員の
出退表示板の再設置について

3 平和問題について

4 非正規職員の雇用の条件について

呉松　福一 議員

問①

▲

市内にある看板のうち「汚れ
た看板」「必要のない看板」「旧町の表
示看板」等の整理を願いたい。
答①

▲

順次可能なところから実施して
いく。
問②

▲

出退表示板については旧庁舎
にもあったが、市民のために再設置して
ほしい。
答②

▲

整備の必要性は低いと考える。
問③

▲

平成 18 年 12月議会で「射水
市平和都市宣言」がされた。それに関
するモニュメント等を設置できないのか。
答③

▲

旧小杉町において建立した「平
和の礎」の石碑を生かし、未来世代へ
引き継いでいくことが肝要と考える。

問④ⅰ

▲

会計年度任用職員の賃金が
県内でも低いので上げることはできないか。
答④ⅰ

▲

単価について本年の最低賃
金の改定状況を踏まえつつ、適正に対
処する。
問④ⅱ

▲

市内コミュニティセンターの職
員の労働条件の改善について伺う。
答④ⅱ

▲

雇用は、施設を管理している
地域振興会が行っている。必要があれ
ば情報提供や相談に応じている。
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一般質問
1 本市の自殺対策について

不後　昇 議員

問①

▲

長引くコロナ禍において、人と
人とのつながりが希薄になり「孤独」や
「孤立」の問題が顕在化し、生活困窮
者等社会的弱者の自殺が増加している。
尊い命を一人でも救うためにも政治や行
政が果たす役割は大変重要である。本
市における自殺の現状と対策への取組を
伺う。
答①

▲

平成２７年から令和元年までの
自殺死亡率の平均は、人口１０万人に対
し、１７．６人であり、県の１７．5人、国の
１６．７人と比較するといずれも高くなってい
る。自殺予防対策は、１つ目には公認心
理師※、保健師による「こころの健康相談」
を定期的に実施している。２つ目には「ゲー

トキーパー養成講
座」を行い、地
域での見守り体制
の充実を図ってい
る。３つ目には出
前講座、ＨＰでの相談窓口の周知、図書
館での企画展示、市ＬＩＮＥ公式アカウント
によるメッセージ送信を行っている。

その他の質問
◆�福祉政策関係について
◆��ヤングケアラー実態調査について
◆��いみずシビックプライドの取組
について

一般質問

1
射水市子ども条例「人間として
生きるために大切な子供の権
利」を実践するインクルーシブ
教育について

西元　勇司 議員

問①

▲

令和３年法律第８１号に基づ
き、大島中央公園の駐車場に近い西側
芝生広場を一部改修して車いす利用者
でもスロープで登れる滑り台や砂遊び場、
仰向けできょうだいとも同時に乗れるブラ
ンコ遊具、ユニバーサルシート付トイレ、
ゴムチップ舗装等を設置し、人に優しいま
ちづくりと成る県内初の常設インクルーシ

ブ※公園として整備する提案について当
局の見解を伺う。
答①

▲

インクルーシブ遊具の設置につ
いては、導入に伴う課題の整理及び本
開発地区で整備する遊具の利用状況や
障害のある子どもの保護者などからの意
見を聞き検討したい。

その他の質問
◆�国の不妊治療の保険適用移行と
本県本市の特定不妊治療費助
成制度について

一般質問
1 公共施設マネジメントについて

2 図書館について

瀧田　孝吉議員

問①

▲

公共施設マネジメントを深化さ
せるための新たな仕組みについて伺う。
答①

▲

公共施設や未利用市有地の利
活用等について民間事業者から自由な提
案を求め、審査委員会で採択された提
案は随意契約を前提に速やかに事業化
を図る「民間提案制度」の導入を検討
しており、現在、先行自治体の事例を参
考に制度設計を進めている。
問②

▲

電子図書館の導入に対する当
局の見解を伺う。

答②

▲

いつでもどこでも図書の検索、
貸出、返却ができることや、音声読上げ
機能や文字の拡大機能があることから、
読書困難者や高齢者の方にも利用しや
すいことに加えて、ＤＸの推進やコロナ禍
の感染防止対策にも有効である。導入
に向けてはスケールメリットが大きくなるこ
とから、第２期とやま呉西圏域都市圏ビ
ジョンの新規事業として提案していく。

その他の質問
◆�行政組織編成等について
◆��教育環境及び支援体制の充実に
ついて
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一般質問

1 ６５歳以上の重度障がい者医療費
助成の現物給付化について

根木　武良 議員

問①

▲

富山県では「償還払い」をな
くす方向であると聞いている。病院窓口
で無料となる「現物給付」と、窓口で
支払い、役所に払い戻し請求しなくてよい
「自動償還払い」の２つが検討されてい
るが、「現物給付」を採用されたい。当
局の見解を伺う。
答①

▲

６５歳以上の医療費助成につい
ては「現物給付」又は「自動償還払い」
への移行を検討している。県、市長村の
実務担当者において、支払い方法につ
いて検討し、審査支払機関、医療機関
との調整を行うこととしている。支払い方
法については、障がい者の利便性向上
や職員の事務負担軽減等のメリットを踏ま

えると「現物給付」が望ましいと考えて
おり、県下一斉に実施できるよう協力体
制を構築する必要があり、引き続き県や
他市町村との協議を重ねてまいる。

その他の質問
◆�加齢性難聴者に対する補聴器購
入の助成について

◆��水道料金の値下げについて
◆��抗原検査キットの配付について

3 月定例会常任委員会・予算特別委員会の様子

予算特別委員会

民生病院常任委員会

総務文教常任委員会

産業建設常任委員会
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◆ ３月定例会常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や
所管事務の報告事項に関する概要を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
病
院
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
案
６
件
及
び
報
告
２
件
を
可
決（
承
認
）す
べ
き
も
の
と
し

ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
８
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

新
港
ビ
ル
株
式
会
社
へ
の

追
加
出
資
に
つ
い
て

本
市
で
は
、
旧
庁
舎
跡
地
に
お
い
て
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
旧
新
湊
庁
舎

跡
地
に
つ
い
て
は
、
豊
富
な
観
光
資
源
を
生
か
し
、
安

定
的
に
交
流
人
口
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
交
通
結

節
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
、
令
和
２
年
８
月
に

公
共
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
複
合
交
流
施
設
「
ク
ロ
ス
ベ

イ
新
湊
」
を
整
備
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
合
わ
せ
、

新
港
ビ
ル
株
式
会
社
で
は
、
ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊
と
の一体

的
な
運
営
・
建
物
構
成
を
前
提
と
す
る
新
た
な
宿
泊
施

設
の
建
設
を
計
画
さ
れ
、
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
た
び

の
移
転
新
築
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
新
た
な一歩
と
し
て

捉
え
、
引
き
続
き
、
関
係
者
と
と
も
に
地
域
の
に
ぎ
わ

い
創
出
や
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
、
同
社
に
対
し
て

追
加
で
出
資
す
る
。

��　
ど
の
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
建
設
さ
れ
る
の
か
に
つ
い

て
、
市
民
に
は
ど
う
広
報
す
る
の
か
。

�　
新
し
い
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊
と一体

的
に
接
続
す
る
こ
と
も
含
め
、
機
会
を
捉
え
て
市
民
に

広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

議
案
14
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
10
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

射
水
市
子
ど
も
医
療
費
助
成

　
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
現
物
給
付
の
対
象
範
囲
を
富

山
県
内
全
域
の
保
険
医
療
機
関
等
と
し
、
ま
た
、
助
成

対
象
者
を
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
者
に
拡
大
す
る
も
の
。

��　
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
助
成
対
象
年
齢
の
拡
大
を

決
断
し
た
市
長
の
思
い
に
つ
い
て
伺
う
。

�　
本
市
は
県
内
他
市
に
先
駆
け
て
、
中
学
校
３
年
生

ま
で
の
入
院
・
通
院
と
も
に
助
成
対
象
と
し
て
拡
大

す
る
ほ
か
、
子
育
て
支
援
の
質
を
高
め
る
取
組
を

行
っ
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
鑑
み
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
さ
ら
な

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
必
要
性
を
強
く
感

じ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
高
校
生
世
代
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
や
支
援
が
少
し
手
薄
で
あ
っ
た
こ
と
も
勘
案

し
、
助
成
対
象
年
齢
の
拡
大
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
３
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
６
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

も
み
殻
シ
リ
カ
灰
の
肥
料
化

に
つ
い
て　

も
み
殻
シ
リ
カ
灰
と
は
、
も
み
殻
循
環
施
設
で
特
殊

な
燃
焼
方
法
に
よ
り
、
も
み
殻
を
焼
成
処
理
す
る
こ
と

で
、
植
物
の
生
育
に
必
要
な
シ
リ
カ
成
分
を
、
吸
収
し

や
す
い
可
溶
性
の
状
態
で
安
定
し
て
含
む
灰
で
あ
る
。

今
年
２
月
に
、
法
に
基
づ
く
副
産
肥
料
と
し
て
登
録
さ

れ
た
。　

こ
の
も
み
殻
シ
リ
カ
灰
が
副
産
肥
料
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
で
、
も
み
殻
シ
リ
カ
灰
を
原
料
と
し
た
普
通
肥
料

の
製
造
・
販
売
が
可
能
に
な
る
。

��　
も
み
殻
シ
リ
カ
灰
の
活
用
に
関
す
る
取
組
は
、
今
後

も
継
続
す
る
の
か
。

�　
今
回
、
副
産
肥
料
と
し
て
の
登
録
に
よ
り
ひ
と
区
切

り
と
な
っ
た
。
令
和
４
年
度
は
、
水
稲
用
の
肥
料
と
し

て
市
内
の
生
産
者
に
モ
ニ
タ
ー
販
売
を
し
、
土
壌
改
良

資
材
と
し
て
効
果
を
実
証
す
る
。ま
た
、国
が
掲
げ
る「
み

ど
り
の
食
糧
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
お
け
る
脱
炭
素
化
や

化
学
肥
料
の
削
減
等
に
繋
が
る
取
組
で
あ
り
、
引
き
続

き
国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
報
告
事
項
）

（
議
案
第
19
号
）

（
報
告
事
項
）
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◆ 4月常任委員会初委員会 常任委員会ごとに、所管事項の視察を行いました。
また各部局から今年度の事業について説明を受けました。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
病
院
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
案
６
件
及
び
報
告
２
件
を
可
決（
承
認
）す
べ
き
も
の
と
し

ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
８
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

新
港
ビ
ル
株
式
会
社
へ
の

追
加
出
資
に
つ
い
て

本
市
で
は
、
旧
庁
舎
跡
地
に
お
い
て
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
旧
新
湊
庁
舎

跡
地
に
つ
い
て
は
、
豊
富
な
観
光
資
源
を
生
か
し
、
安

定
的
に
交
流
人
口
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
交
通
結

節
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
、
令
和
２
年
８
月
に

公
共
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
複
合
交
流
施
設
「
ク
ロ
ス
ベ

イ
新
湊
」
を
整
備
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
合
わ
せ
、

新
港
ビ
ル
株
式
会
社
で
は
、
ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊
と
の一体

的
な
運
営
・
建
物
構
成
を
前
提
と
す
る
新
た
な
宿
泊
施

設
の
建
設
を
計
画
さ
れ
、
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
た
び

の
移
転
新
築
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
新
た
な一歩
と
し
て

捉
え
、
引
き
続
き
、
関
係
者
と
と
も
に
地
域
の
に
ぎ
わ

い
創
出
や
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
、
同
社
に
対
し
て

追
加
で
出
資
す
る
。

��　
ど
の
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
建
設
さ
れ
る
の
か
に
つ
い

て
、
市
民
に
は
ど
う
広
報
す
る
の
か
。

�　
新
し
い
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊
と一体

的
に
接
続
す
る
こ
と
も
含
め
、
機
会
を
捉
え
て
市
民
に

広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

4
月
15
日
に
初
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
1
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

報
告
事
項

●
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
（
見
込
）
数
に
つ
い
て

4
月
18
日
に
初
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
5
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

報
告
事
項

 

●
令
和
４
年
度
提
案
型
市
民
協
働
事
業
に
つ
い
て

 

●
市
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の

     

発
生
状
況
に
つ
い
て

 

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
進
捗
状
況
に
つ
い
て

 

●
令
和
４
年
度
Ｈ
Ｐ
Ｖ(

子
宮
頸
が
ん)

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

     

に
つ
い
て

 

●「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
外
来
」
の
開
設
に
つ
い
て

4
月
19
日
に
初
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
4
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

報
告
事
項

●「
射
水
市
道
の
駅
周
辺
エ
リ
ア
基
本
構
想
」
の
対
話

     （
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
型
市
場
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

 

●
令
和
３
年
度
ふ
る
さ
と
射
水
応
援
寄
附

     (

ふ
る
さ
と
納
税
）
に
つ
い
て

 

●
海
王
町
市
有
地
の
民
間
活
用
に
向
け
た
事
業
者
の
公
募
に

    

つ
い
て

 

●
令
和
４
年
度
雨
水
事
業
に
つ
い
て

射水市消防団片口分団屯所

オリバースポーツフィールド射水
（フットボールセンター）

（株）富山環境整備
吉谷・平等処分場

（株）ジャパン・フラワー・
コーポレーション
テレワーク拠点施設
「アグミライミズ」

鳥越調整場
低区調整池

サープレィ足洗温泉
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◆ 特別委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や
所管事務の報告事項に関する概要を紹介します。◆ 3 月定例会 会　期：2月28日〜 3月18日　19日間

予
算
特
別
委
員
会

港 

湾 

振 

興 

特 

別 

委 

員 

会　
　

�

令
和
４
年
度
射
水
市

一
般
会
計
予
算

歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
３
８
２
億
５
千
万
円
と
す
る
も
の

主
な
事
業

【
次
代
へつ
な
ぐ
成
長
実
現
特
別
枠
】

●�

D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
ション
）推
進
事
業

●�

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充　

な
ど

【
行
革
推
進
特
別
枠
】

●�

公
共
施
設
包
括
管
理
業
務
委

託
な
ど

�

令
和
３
年
度
射
水
市

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
４
億

1
6
4
万
６
千
円
を
減
額
し
、予
算

総
額
を
４
３
８
億
２
８
９
３
万
３
千

円
と
す
る
も
の

小
学
生
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

等
か
ら
ご
み
袋
を
作
成

��　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
循
環
を
意

識
し
た
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
さ

れ
る
中
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャッ
プ
再

生
材
と
バ
イ
オ
マ
ス
材
」
混
合
ご
み

袋
作
成
の
具
体
的
な
取
組
内
容
は
？

�　
市
内
小
学
校
に
協
力
を
依
頼
し
、

児
童
が
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
ペッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
再
生
材
と
植

物
由
来
の
バ
イ
オ
マ
ス
材
料
を
原
料

に
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
ご
み
袋
を

作
成
す
る
。
作
成
し
た
袋
は
小
学
校

に
配
布
し
、
校
内
外
の
美
化
活
動
な

ど
環
境
に
関
す
る
取
組
に
有
効
活
用

し
て
い
た
だ
く
。

　

�　
ま
た
、
作
成
事
業
者
に
協
力
い
た

だ
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャッ
プ
が
原

料
化
さ
れ
る
工
程
や
、
ご
み
袋
を
製

作
す
る
工
程
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
作
成
し
て
児
童
に
説
明
す

る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

の
広
報
媒
体
を
活
用
し
、
広
く
意
識

啓
発
を
図
る
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
の
補
助

制
度
が
充
実

��　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
件
数
に
対

し
、
耐
震
改
修
工
事
の
実
績
が
少
な

い
の
で
は
な
い
か
？

�　
耐
震
改
修
工
事
に
係
る
補
助
金
額

の
拡
充
や
、
住
ま
い
方
、
予
算
に
応

じ
た
耐
震
改
修
の
工
法
を
選
択
で
き

る
よ
う
「
住
宅
全
体
を
耐
震
基
準
の

７
割
程
度
の
強
度
に
補
強
す
る
簡
易

改
修
」
を
補
助
対
象
に
加
え
る
な
ど
、

耐
震
改
修
に
取
り
組
み
や
す
く
し
て

い
る
。

　

�　
ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
耐
震
改
修

工
事
に
係
る
利
用
者
の
初
期
費
用
を

軽
減
す
る
た
め
「
代
理
受
領
制
度
」

を
導
入
す
る
な
ど
、
今
後
と
も
利
用

し
や
す
い
補
助
制
度
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

※
「
代
理
受
領
制
度
」

申
請
者
が
工
事
施
工
者
に
補
助
金
の

受
領
を
委
任
す
る
こ
と
で
、
工
事
施
工

者
が
直
接
市
か
ら
補
助
金
を
受
領
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
。
申
請
者
は
工
事

費
と
補
助
金
と
の
差
額
の
み
を
工
事
施

工
者
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
当
初
の

費
用
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

所
管
事
項
に
つ
い
て
、３
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

主
な
報
告
事
項
の
内
容

▼�

新
湊
大
橋
開
通
10
周
年
・
海
王
丸
パ
ー
ク

開
園
30
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

平
成
24
年
９
月
23
日
に
供
用
開
始
し
た
新
湊
大
橋
の

開
通
10
周
年
と
、
平
成
４
年
７
月
５
日
に
開
園
し
た
海

王
丸
パ
ー
ク
の
開
園
３０
周
年
を
記
念
し
た
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
、
射
水
ベ
イ
エ
リ
ア
全
体
に
賑
わ
い
の
創

出
を
図
る
。
４
月
に
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
５
月
か

ら
秋
に
か
け
て
各
種
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
く
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

射
水
市
議
会
基
本
条
例
で
は
、
一
般
選
挙
を
経
た
任

期
開
始
ご
と
に
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
こ

の
条
例
の
規
定
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
か
ど
う
か
、
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
議
員
全
員
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
も
と
に
、
条
例
一
条
ご
と
に
達
成
状
況
や
見
直

し
が
必
要
か
ど
う
か
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
回
は
条
例
の

改
正
を
行
わ
な
い
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

（
第
１０
号
）

3 月8日

3月16日

3月17日
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◆ 3 月定例会 会　期：2月28日〜 3月18日　19日間

議決結果一覧表
[ 議　案 ]
番　号 件　　　名 結　果
第 1号 令和４年度射水市一般会計予算 可決

第 2号 令和４年度射水市国民健康保険事業
特別会計予算 可決

第 3号 令和４年度射水市後期高齢者医療事業
特別会計予算 可決

第 4号 令和４年度射水市介護保険事業
特別会計予算 可決

第 5号 令和４年度射水市水道事業会計予算 可決

第 6号 令和４年度射水市下水道事業会計予算 可決

第 7号 令和４年度射水市病院事業会計予算 可決

第 8号 令和３年度射水市一般会計補正予算
（第１０号） 可決

第 9号 令和３年度射水市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第３号） 可決

第 10号 令和３年度射水市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第３号） 可決

第 11号 令和３年度射水市介護保険事業特別会計補
正予算（第３号） 可決

第 12号 令和３年度射水市下水道事業会計補正予算
（第２号） 可決

第 13号 令和３年度射水市病院事業会計補正予算
（第３号） 可決

[ 報　告 ]
番　号 件　　　名 結　果
第 1号 専決処分の承認を求めることについて 承認

第 2号 専決処分の承認を求めることについて特別
会計予算 承認

[ 同　意 ]
番　号 件　　　名 結　果
第 1号 副市長の選任について 同意

[ その他 ]
番　号 件　　　名 結　果

議会運営委員会、各常任委員会及び議会
改革特別委員会の閉会中の継続審査 可決

[ 議員別賛否一覧／賛成と反対の双方があった議案等について掲載 ]
番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議
決
結
果

議 員 名

石
田　

勝
志

大
垣　

友
和

西
元　

勇
司

西
尾　
　

哲

金　
　

賢
志

杉
浦　
　

実

山
本　

満
夫

寺
岡　

伸
清

呉
松　

福
一

加
治　

宏
規

高
畑　

吉
成

根
木　

武
良

瀧
田　

孝
吉

中
川　

一
夫

中
村　

文
隆

山
崎　

晋
次

不
後　
　

昇

吉
野　

省
三

津
田　

信
人

堀　
　

義
治

奈
田　

安
弘

高
橋　

久
和

議案第 1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

※

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 2号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 3号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 4号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 5号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 6号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○…賛成　×…反対　欠…欠席　※…議長は採決に加わりません。

番　号 件　　　名 結　果

第 14号 射水市職員の育児休業等に関する条例の
一部改正について 可決

第 15号 射水市職員の特殊勤務手当に関する条例の
一部改正について 可決

第 16号 射水市個人情報保護条例の一部改正に
ついて 可決

第 17号 射水市在宅福祉介護手当支給条例の一部
改正について 可決

第 18号 射水市国民健康保険税条例等の一部改正
について 可決

第 19号 射水市子ども医療費助成に関する条例の
一部改正について 可決

第 20号 射水市ひとり親家庭等医療費助成に関する
条例の一部改正について 可決

第 21号
射水市行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部改正について

可決

第 22号 射水市消防団条例の一部改正について 可決

第 23号 射水市大島エントランス広場条例の廃止に
ついて 可決

第 24号 指定管理者の指定について
（コミュニティセンター７施設） 可決

第 25号 射水市行政組織条例の一部改正について 可決

[ 議員提出議案 ]
番　号 件　　　名 結　果

第 1号 ロシアによるウクライナ侵略を強く非難す
る決議 可決

第 2号 最低賃金の引上げ及び中小企業支援充実
を求める意見書 可決

第 3号
女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に
関する条約の選択 議定書の批准及び国内
法制の整備を求める意見書

可決

第 4号
シルバー人材センターの安定的な事業運営
のために適格請求書等保存方式導入に係
る適切な措置を求める意見書

可決
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18
日
　議
会
懇
談
会

22
日
　議
会
運
営
委
員
会
、全
員
協
議
会

【
定
例
会
】
　

28
日
　議
会
運
営
委
員
会
、本
会
議
、

　
　
　全
員
協
議
会

4
日
　議
会
運
営
委
員
会
、本
会
議（
代
表
質
問
）、

　
　
　全
員
協
議
会
、広
報
委
員
会

7
日
　本
会
議（
一
般
質
問
）

8
日
　本
会
議（
一
般
質
問
）、

　
　
　予
算
特
別
委
員
会
　
　
　

9
日
　総
務
文
教
常
任
委
員
会

10
日
　民
生
病
院
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　

11
日
　産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　

14
日
　港
湾
振
興
特
別
委
員
会
、

　
　
　議
会
改
革
特
別
委
員
会
　

16
日
　予
算
特
別
委
員
会

17
日
　予
算
特
別
委
員
会
、

　
　
　議
会
運
営
委
員
会

18
日
　本
会
議
、議
会
運
営
委
員
会

15
日
　総
務
文
教
常
任
委
員
会

18
日
　民
生
病
院
常
任
委
員
会

19
日
　産
業
建
設
常
任
委
員
会

20
日
　広
報
委
員
会

下条川千本桜とスイセン

No.66
令和 4年５月 1日発行

　いみず
市議会だより

Imizu City Congress News

市
議
会
の
う
ご
き

2月3月4月

議 会 通 信

市議会だより
用語解説
※代表質問、一般質問における
　用語を解説しています。

３月定例会傍聴者数6月定例会は、
６月６日（月）から始まります。
会期日程は、決まり次第ホームページに

掲載します。
詳しくは、議事調査課（TEL 51-6610）ま

でお問合わせください。

皆さんの傍聴をお待ちし
ています。ご希望の方は、
議 会 開 催 日 に
本庁舎5階議会
事務局までお越
しください。

本会議……51人
委員会……35人

合計86人

●広報委員会〔委員長〕瀧田孝吉　〔副委員長〕加治宏規
　　　　　　〔委　員〕高畑吉成、中村文隆、山崎晋次、不後　昇、奈田安弘、高橋久和

ウクライナでは、現在凄惨な市街戦が繰り広げられております。豊かな自然、豊か
な水、美味しい食材に安全な土地、普段気にも留めることはありませんが、このよう
な世界情勢に鑑みればとても有難い事であります。今こそ一人一人が日常の幸せを見
つめ直すことで価値観に磨きがかかり、より豊かな心を醸成する機会になるのではな
いでしょうか。数十年後の子ども達に豊かな地域を橋渡しする為には今を生きる大人
が暮らしという日常の中にある幸せを大切にし、子ども達に教え、伝え、育んでゆく
事が大事であると考えます。そしてそれは必ず地域を存続、発展する事に繋がってい
きます。皆さまの豊かな心持ちで本市がより良いものになる事を願って。

編集後記
加治　宏規　広報委員会副委員長

身体的・精神的・社会的
に良好な状態にあること
を意味する概念

ウェルビーイング
（Ｐ2）

養殖に必要な水温などを
自動計測し、アプリで見
ることができるシステム

ICTブイ
（Ｐ4）

障害のある子どもも、障
害のない子どもも、全て
の子どもを同じ場所（学
校や学級）に包含して教
育すること

インクルーシブ教育
（Ｐ6）

心の問題を抱える人々に
対して心理学の知識と技
術を持って
解決に向け
た支援を行
うもの

公認心理師
（Ｐ6）

IoTやビッグデータ、ド
ローンを用いるなど、農
業領域で
ICT技術を
活用する
こと

アグリテック
（Ｐ4）
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